
アジア太平洋戦争において、房総半島南部は「東京湾要塞」として重要な役割を担

いました。終戦直後の1945年9月3日には米占領軍3,500名が上陸し、本土で唯一「４

日間」の直接軍政が敷かれたことも分かってきました。館山に残る戦争遺跡のほとんど

は民有地ですが、館山海軍航空隊赤山地下壕だけは、館山市指定文化財として平和

学習拠点として一般公開されています。 

   ※ 団体は別途、事前予約の有料ガイドとなります。   

   問合せ:ＮＰＯ法人南房総文化財･戦跡保存活用フォーラム 池田 090-6479-3498  

 

※ 館山市立博物館（八犬伝博物館） 

の入館料は、各自払いとなります。 

『南総里見八犬伝』のモデルとなった戦国大名･里見氏が房総半島南部を統治したのは、室町期から江戸初

期の 170 年間で、館山城は里見氏最後の居城でした。馬琴が『八犬伝』を書いたのは、里見氏が伯耆国（鳥取

県倉吉市）に移封されてから 200 年後のことです。アジア太平洋戦争中には高射砲陣地となり、頂上が 7 メート

ル削られましたが、現在では貴重な遺構の残る城山公園（館山市指定文化財）として市民の憩いの地になって

います。公園内には館山市立博物館があり、とくに天守閣型の分館は全国で唯一の八犬伝博物館として親し

まれています。                          ※ 団体は別途、事前予約の有料ガイドとなります。 

    問合せ:ＮＰＯ法人南房総文化財･戦跡保存活用フォーラム 愛沢 090-4178-5353  

◆ちばデスティネーション･キャンペーン特別企画 2007年2～4月◆  

◆ちばデスティネーション･キャンペーン特別企画 2007年 2～4月◆
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